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定 期 監 査 結 果 報 告 書

地方自治法第１９９条第４項の規定による定期監査の結果は、次のとおりで

ある。

１ 監査の対象

令和５年度における財務に関する事務の執行、経営に係る事業の管理が効

率的に行われているかについて、本年度執行予定の事業計画や課題と対照さ

せながら、すべての課等を対象とし、美馬市監査実施計画に基づき決算審査

に併行して実施した。

２ 監査の期日

令和６年７月２９日（月） から 令和６年８月２日（金）

３ 監査の方法

各課等から定期監査調書及び付属資料等の提出を求め、関係部課等の長か

ら事情を聴取し、併せて関係諸帳簿及び書類等について調査し、監査を行っ

た。

４ 監査の結果

監査の結果、財務に関する事務の執行、経営に係る事業の管理は、適正に

行われているものと認められたが、その一部において、次のとおり要望事項

が認められるので適切な措置を講じられたい。なお、軽易な事項については、

その都度関係者に改善又は検討を要望した。



５ 要望事項

① 企画総務部 美と健康のまち推進課

コンディショニングプログラムについて、リピーターだけでなく新規の参

加者が気軽に申込みできるように、今後とも創意工夫を重ねていただきた

い。

② 企画総務部 企画財政課

健全化判断比率の算定について、前年度を参考にしつつ算定しているだろ

うが、前年度と比べて大きく変化があった年度については、特に慎重に行

うよう努めて頂きたい。

③ 企画総務部 税務課

未だ多くの不納欠損額および件数が発生している。市民の納付意識を阻害

することのないよう、慎重かつ、厳正な対応に努めていただきたい。

④ 建設部 都市政策課

支障になっている雑草等について、市の管理地ではなくとも、支障になっ

ていることに市職員が気づいたならば、管理者に情報提供する等の対応を

行って頂きたい。

⑤ 建設部 住宅・拠点整備課

市営住宅の家賃滞納について、滞納額が大きくなると、全ての滞納金の回

収が難しくなってくるため、滞納額が少ない早期のうちに積極的な回収を

できるように努めて頂きたい。

⑥ 保健福祉部 生活福祉課

生活保護扶助費の戻入未済金について、支払いを強く依頼しづらい事業で

はあるが、可能な限り不能欠損額を小さくできるよう、今後とも慎重に取

り組んで頂きたい。

⑥ 経済部 観光交流課

近畿美馬市ふるさと会交流について、交流会等の参加者が一部の会員のみ

だけでなく全員が参加しやすいように、創意工夫を重ねていただきたい。



⑦ 経済部 農林課

機械修繕などで高額な契約が見受けられる。公正な金額での契約発注を行

うためにも、必要な知識を持つ職員を配置し、慎重に事務を執行していた

だきたい。

⑧ 経済部 企業応援課

給付金等をミマカのポイントとして付与されているが、現金とは違い失効

するものであるため、施設入所者やミマカを全然使わない人などが使用せ

ずに失効するようにならないように、より使いやすい手段等を考えて頂き

たい。

新しく美馬市に参入された中小企業はもちろんのこと、以前から美馬市に

事業所を構えている大きな企業等についても、市外に転出することが無い

よう、継続して支援していただきたい。

⑨ 農業委員会事務局

勝手に農地に倉庫を建てるなど、違反転用等の事例を良く耳にするので、

事例を発見した場合は適正な手続き等を促すなど、積極的に指導していた

だきたい。

⑩ 教育委員会 美馬市学校給食センター

給食への異物混入について、再発することが無いように今後とも監督等を

徹底していただきたい。

⑪ 教育委員会 教育総務課

先般報道された、校外学習の出先に置き去りにされた生徒がいた件につい

て、このような事態が発生するなどあってはならない事である。今後一切

このようなことが無いように、徹底していただきたい。

⑫ 市民環境部 市民課・各市民サービスセンター

葬祭場の利用料金について、使用する施設や利用者の居住地の違いで料金

が異なるなど、同じ市民の間で差が生じている。一部事務組合が運営して

いる施設でもあるため美馬市の一存では決められない事も多々あるだろ

うが、この差が解消されるように、今後も取り組んでいただきたい。

⑬ 市民環境部 美馬文化会館・三島会館

時代の流れとともに隣保館のあり方も変化しつつあるが、現在求められて

いる役割を果たすのはもちろん、今後とも本来の役割についても力を尽く

して頂きたい。


